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八木健
の

47川添　明美（宇和島市）

花山　　昇（松山市）

　
「
八
木
健
の
川
柳
ア
ー
ト
」
で
は
、
川
柳
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
自
由
。
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
に
限
り
ま
す
。
採
用
さ
れ
た
作
品
に
は
八
木
さ
ん
が

「
川
柳
ア
ー
ト
」
を
作
り
、
本
誌
に
掲
載
の
上
、
採
用
者

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
応
募
方
法
は
36
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ア
ー
ト

特選

佳作

山内　元子（伊予市）

海
賊
を
だ
し
に
戦
費
を
ふ
く
ら
ま
せ

　

作
者
の
コ
メ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
ソ
マ
リ
ア
沖
の
海

賊
の
た
め
に
海
上
自
衛
隊
が
哨
戒
機
、
護
衛
艦
を
派

遣
と
あ
る
。
な
る
ほ
ど
な
あ
…
…
。
川
柳
は「
ホ
ン
ネ
」

を
言
い
当
て
る
も
の
だ
。

城導寺しん（八幡浜市） 北川アイ子（松山市）

こ
の
ボ
タ
ン
食
欲
止
め
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

　

ボ
タ
ン
が
は
ま
ら
な
く
な
っ
た
ら
食
う
の

を
止
め
る
。
そ
り
ゃ
い
い
考
え
だ
ね
。
だ
け

ど
元
子
さ
ん
、
最
近
Ｌ
サ
イ
ズ
着
る
よ
う
に

な
っ
た
ね
。

総
裁
は
漢
字
検
定
で
選
び
ま
し
ょ

　

麻
生
さ
ん
は
総
理
と
し
て
は
短
命
だ
が
、

短
命
で
は
名
を
残
せ
な
い
。
だ
け
ど
漢
字
を

読
め
な
い
総
理
と
し
て
後
世
に
名
を
残
す
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
、
川
柳
作
家
を
喜
ば

せ
た
。

競
い
合
う
ま
つ
毛
に
の
せ
る
マ
ッ
チ
棒

　

ま
つ
毛
は
ゴ
ミ
や
ホ
コ
リ
を
防
ぐ
機
能
を

持
つ
。
湿
気
が
多
い
日
本
で
は
退
化
し
て
し

ま
っ
た
。
火
事
は
怖
い
け
ど
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
の
よ
う
な
乾
燥
地
帯
に
住
め
ば
、
ま
つ
毛

は
伸
び
る
。

久
々
に
再
会
し
た
ら
病
院
で

　

あ
ら
、
お
久
し
ぶ
り
、
ご
無
沙
汰
ば
か
り

で
、
何
年
ぶ
り
で
し
ょ
。
こ
の
前
お
会
い
し

た
の
は
、
記
憶
喪
失
に
な
る
前
の
こ
と
だ
わ
。

お
元
気
で
す
か
。
元
気
じ
ゃ
な
い
か
ら
こ
こ

に
来
た
ん
だ
。
ホ
ン
ト
ね
。
ホ
ホ
ホ
…
…
。

選
者
・
川
柳
ア
ー
ト

　
　
　

八
木
健

　
　
　
（
月
刊
川
柳
総
合
誌
「
川
柳
マ
ガ
ジ
ン
」
元
選
者
）

■

川
柳
ま
つ
や
ま
吟
社

代
表
者
：
塩
見　

草
映

所
在
地
：
松
山
市
上
市
２
│
６
│
１

連
絡
先
：
０
８
９
│
４
１
│
３
７
２
０

　

川
柳
を
愛
好
す
る
十
二
人
の
同
人
に
よ
っ

て
、
昭
和
二
十
五
年
五
月
に
発
足
。
柳
誌
「
川

柳
ま
つ
や
ま
」
は
、
誌
齢
七
〇
〇
号
を
刻
ん

で
い
ま
す
。
毎
月
の
柳
誌
の
発
行
、
定
例
句

会
、
四
月
に
は
「
エ
ヒ
メ
春
の
川
柳
大
会
」
を

開
催
す
る
な
ど
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

本
コ
ー
ナ
ー
が

待
望
の
単
行
本
化

好
評
発
売
中
！！

飾
ら
な
い
言
葉
が
ぐ
さ
り
急
所
突
く

 

合
田　

悦
子

向
う
見
ず
と
き
ど
き
梯
子
踏
み
は
ず
す

 

橋
田
呂
久
朗

愛
媛
の

柳
社
紹
介

川
柳
で
時
代
を
切
る

　

水
産
庁
長
官
を
務
め
た
農
水
省
Ｏ
Ｂ
が
天
下
り
を
繰

り
返
し
、
推
定
三
億
円
以
上
の
所
得
を
得
て
い
た
。
前

任
・
後
任
者
も
同
省
幹
部
経
験
者
。「
渡
り
ル
ー
ト
」
が

設
定
さ
れ
て
い
る
。本
物
の
渡
り
鳥
が
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
。

本
物
の
鳥
が
迷
惑
す
る
渡
り


